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主
な
内
容
は
、
市
税
が
給
与
所
得
な
ど
の

回
復
に
伴
う
個
人
市
民
税
の
増
収
な
ど
に
よ

り
前
年
度
よ
り
も
３
億
３
，０
０
０
万
円
増

の
52
億
９
，１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
県
支
出
金
は
災
害
復
旧
事
業
や
被
災
地

の
迅
速
な
復
興
を
支
援
す
る
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
な
ど
に
よ
り
１
６
５
億
７
，９

０
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
の
３
割
を
占
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
復
旧
・
復
興
事

業
の
地
方
負
担
分
や
災
害
派
遣
職
員
関
係
費

に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
震
災
復
興

特
別
交
付
税
が
平
成
25
年
度
も
交
付
さ
れ
た

こ
と
で
90
億
６
，７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。　

　

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
本

市
の
再
生
に
向
け
て
安
定
し
た
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計

歳
　
入

市
税
が
回
復
傾
向

　

平
成
25
年
度
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
が
進
み
、
一
部
で
入
居
が
開
始
さ
れ
た

ほ
か
、
新
魚
市
場
の
整
備
に
着
手
す
る
な
ど
、
復
興
に
向
け
た
事
業
の
槌
音
が
響
き

始
め
た
年
で
し
た
。
一
方
で
、
対
象
年
齢
を
拡
大
し
た
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
や

第
三
小
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」
を
進
展
さ
せ
る

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
塩
竈
の

再
生
を
早
期
に
実
感
で
き
る
よ
う
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

決
算
概
要
報
告

決
算
概
要
報
告

歳出決算額 413億2,800万円 歳入決算額 505億9,100万円
前年比64億2,000万円（11.3％）減前年比84億5,900万円（17.0％）減

【一般会計の決算】 平
成
25
年
度

　

４
月
の
消
費
税
増
税
は
、
塩
竈
市
の
財

政
に
は
ど
ん
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
な
？

　

消
費
税
っ
て
い
う
の
は
、
国
税
で
あ
る

消
費
税
と
県
税
の
地
方
消
費
税
の
こ
と
な

の
。
平
成
26
年
４
月
に
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
に
上
が
っ
た
け
ど
、
そ
の
内
訳
は
消

費
税
が
６
・
３
％
、
地
方
消
費
税
が
１
・

７
％
で
、
合
わ
せ
て
８
％
な
ん
だ
よ
。

　

増
税
分
は
介
護
や
子
育
て
と
い
っ
た
社

会
保
障
の
た
め
に
使
わ
れ
る
ん
だ
よ
ね
？

　

市
町
村
に
は
、
県
税
で
あ
る
地
方
消
費

税
の
１
／
２
相
当
額
が
人
口
や
従
業
員
数

で
案
分
さ
れ
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
。
平
成
26
年
度
の
塩
竈
市
で
は
、
増
税

分
と
し
て
、
１
億
１
，９
７
０
万
円
の
予

算
を
組
ん
で
い
て
、
全
て
社
会
保
障
関
係

の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
の
。

　

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る

の
？

　

対
象
年
齢
を
拡
大
し
た
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
や
保
育
所
を
運
営
す
る
事
業
、

検
診
な
ど
の
健
康
増
進
事
業
に
使
わ
れ
て

い
る
の
よ
。

　

増
税
は
市
民
に
と
っ
て
大
変
だ
け
ど
、

医
療
や
介
護
、
子
育
て
と
い
っ
た
社
会
保

障
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
ね
。

「
消
費
税
増
税
の
は
な
し
」

塩
子
と
釜
男
の
財
政
講
座  

番
外
編

自
主
財
源（
43
％
）

依
存
財
源（
57
％
）

市   税    52億9,100万円 (10.5％)
　前年の所得や所有する土地家屋に
　応じて市民に納めてもらう税金

市   税    52億9,100万円 (10.5％)
　前年の所得や所有する土地家屋に
　応じて市民に納めてもらう税金

地方交付税  90億6,700万円 (17.9％)
　人口や税収などに応じて国から
   再分配される交付金

地方交付税  90億6,700万円 (17.9％)
　人口や税収などに応じて国から
   再分配される交付金

市　債      25億2,900万円 (5.0％)
　施設を造るときなどに借りるお金
市　債      25億2,900万円 (5.0％)
　施設を造るときなどに借りるお金
そのほか     7億6,100万円 (1.5％)
　国から交付される譲与税など
そのほか     7億6,100万円 (1.5％)
　国から交付される譲与税など

国県支出金 165億7,900万円 (32.8％)
　国や県が必要と認めた事業に対して
　配分されるお金など

国県支出金 165億7,900万円 (32.8％)
　国や県が必要と認めた事業に対して
　配分されるお金など

諸収入    10億7,900万円 (2.1％)
　貸付金の返済など
諸収入    10億7,900万円 (2.1％)
　貸付金の返済など

そのほか 152億8,500万円 (30.2％)
　使用料や手数料など
そのほか 152億8,500万円 (30.2％)
　使用料や手数料など

総務費    99億8,700万円 (24.2％)
　市税、政策、行革、情報、人事など
　行政の総合的な運営に

総務費    99億8,700万円 (24.2％)
　市税、政策、行革、情報、人事など
　行政の総合的な運営に

民生費    71億7,800万円 (17.4％)
　高齢者福祉や子育て支援、生活保護
   など福祉事業に

民生費    71億7,800万円 (17.4％)
　高齢者福祉や子育て支援、生活保護
   など福祉事業に

災害復旧費 9億4,400万円 (2.3％)
　道路や漁港などの復旧に
災害復旧費 9億4,400万円 (2.3％)
　道路や漁港などの復旧に

公債費     32億8,000万円 (7.9％)
　借りたお金や利子の返済に
公債費     32億8,000万円 (7.9％)
　借りたお金や利子の返済に

農林水産業費 40億6,000万円 (9.8％)
　農業や水産業の振興を進めるために
農林水産業費 40億6,000万円 (9.8％)
　農業や水産業の振興を進めるために

衛生費    58億9,800万円 (14.3％)
　ごみ処理や健診などの保健事業に
衛生費    58億9,800万円 (14.3％)
　ごみ処理や健診などの保健事業に

土木費    60億5,200万円 (14.6％)
　住宅施設や道路の整備などに
土木費    60億5,200万円 (14.6％)
　住宅施設や道路の整備などに

そのほか   39億2,900万円 (9.5％)
　防災、商工振興・教育などに
そのほか   39億2,900万円 (9.5％)
　防災、商工振興・教育などに

　

平
成
25
年
度
の
塩
竈
市
の
決
算
額
（
一
般

会
計
）
は
、
歳
入
が
５
０
５
億
９
，１
０
０

万
円
、
歳
出
が
４
１
３
億
２
，８
０
０
万
円
、

差
引
額
が
92
億
６
，３
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
単
年
度
で
は
完
成
し
な
い
大
型
の
復

旧
、
復
興
事
業
を
繰
り
越
し
し
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

除
い
た
実
質
収
支
は
14
億
９
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
額
に
は

事
業
確
定
後
に
国
に
返
還
す
べ
き
清
算
分
を

含
ん
で
い
る
た
め
相
当
額
を
留
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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平成25年度の主な事業
・子ども医療費助成事業
・都市再生整備計画事業（塩釜駅前広場整備など）
・第三小学校大規模改造事業
・美術館整備事業
災害関連事業
・津波被災住宅再建支援事業
・災害廃棄物処理事業
・水産加工業施設整備等支援事業
・高度衛生管理型荷さばき所整備事業
・宅地防災対策支援事業
・防災集団移転促進事業(桂島・寒風沢)
・災害公営住宅整備事業
・災害復旧事業（道路・漁港など）

9,700万円
2億6,200万円
3億2,000万円
4,700万円

3億1,400万円
39億6,400万円
 27億7,900万円
 6億2,500万円
9,000万円

2億1,600万円
14億9,400万円
 9億4,400万円

一
般
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　

財
政
課
☎
3
6
4
ー
１
１
１
１

（
内
線
２
３
８
・
２
３
９
）

主
な
内
容
は
、

総
務
費　

行
政
機
能
を
壱
番
館
に
集
約
す

る
行
政
機
能
移
転
・
集
約
事
業
や
本
庁
舎

の
ト
イ
レ
改
修
事
業
の
ほ
か
、
今
後
の
復

興
事
業
に
充
て
る
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
66
億
８
，０
０
０
万
円
の
積
立
金
な

ど
で
99
億
８
，
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

民
生
費　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
助

成
対
象
を
通
院
は
小
学
３
年
生
、
入
院
は

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
る
ん
」
の
整
備
、

さ
ら
に
被
災
し
た
方
々
の
住
宅
再
建
を
支

援
す
る
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
な

ど
で
71
億
７
，８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

土
木
費 

塩
釜
駅
前
広
場
の
整
備
を
主
な

事
業
と
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
や

市
営
住
宅
の
改
修
事
業
、
災
害
関
連
で
は
、

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
な
ど
で
60
億
５
，

２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費　

市
民
の
健
康
推
進
を
図
る
予
防

接
種
事
業
の
拡
充
や
平
成
25
年
度
で
処
理

が
完
了
し
た
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
、
さ

ら
に
震
災
後
の
健
康
状
態
の
悪
化
を
早
期

に
発
見
・
予
防
す
る
た
め
の
被
災
者
健
康

支
援
事
業
な
ど
で
58
億
９
，８
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費　

被
災
し
た
水
産
加
工
業

者
の
施
設
整
備
へ
支
援
を
行
う
水
産
加
工

業
施
設
整
備
等
支
援
事
業
や
、
被
災
し
た

魚
市
場
を
高
度
衛
生
管
理
型
の
施
設
と
し

て
整
備
す
る
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き

所
整
備
事
業
な
ど
で
40
億
６
，０
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費　

被
災
し
た
漁
港
・
道
路
な

ど
の
復
旧
工
事
の
実
施
に
よ
り
９
億
４
，

４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か　

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
参
加
や
復
興
支
援
に

よ
り
新
た
に
生
ま
れ
た
交
流
地
域
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
事
業
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
の
第
三
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
、

市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど

で
39
億
２
，９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
出

「
復
旧
か
ら
復
興
へ
」 

復
興
事
業
が
着
実
に
進
展

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

黒字

黒字

12.8%

32.3%

黒字

黒字

12.9%

47.9%

13.02%

18.02%

25.0%

350%

20%

30%

35%

なし

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対
する実質赤字の比率

全会計が対象。市税・交付金などの一般財源規模に対する実
質赤字の比率

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対
する一般会計などが負担する元利償還(借金返済)金の比率

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対す
る一般会計などが将来負担すべき実質的な負債(借金)の比率

健全化判断比率
４つの指標 25年度 24年度 早期健全化

基準
財政再生
基準 指標のあらまし

平成25年度健全化判断比率について 
・４指標とも早期健全化基準以下でした。
・｢実質公債費比率｣は市税収入の増加などにより数値が減少しました。
・｢将来負担比率｣は地方債残高の減や充当可能財源などの増加により
　数値が改善しました。

※1  早期健全化基準：財政健全化計画を立て、
                               自主的な改善努力が必要
                               となる基準
※2  財政再生基準：財政再生計画を立て、国の
                            関与を受け確実な再生が必
                            要となる基準

▲美術館整備事業

▲災害公営住宅整備事業

▲

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

  　
　
（
塩
釜
駅
前
広
場
整
備
）

※1 ※2
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平
成
25
年
度
の
決
算
で
は
、
10
会
計
す
べ

て
が
収
支
均
衡
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
復
興

事
業
の
本
格
実
施
に
伴
い
、
前
年
度
よ
り
８

億
７
，２
０
０
万
円
増
の
41
億
５
，０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

今
後
も
、
よ
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図

る
た
め
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

外 来入 院

不良債務額の推移(図①)

収益的・資本的収支　前年度比較(表①)

入院・外来収益の推移（図②）

千円 千円
1,700,000

1,600,000

1,500,000

1,400,000

1,300,000

1,200,000
19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

800,000

750,000

700,000

650,000

600,000

550,000

1,328,555

1,554,206
1,578,455

1,612,960

1,534,512

1,597,825

1,408,806

622,841
621,626

646,144
653,102

693,653

653,363

746,294

特
別
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
☎
３
６
４
ー
１
１
１
１（
内
線
２
３
８・２
３
９
）

特
別
会
計

特
別
会
計

交通事業
国民健康保険事業
魚市場事業
下水道事業
漁業集落排水事業
公共用地先行取得事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
北浜地区復興土地区画整理事業
藤倉地区復興土地区画整理事業
　　　合　　計

2億900万円
71億8,300万円
1億800万円

78億9,000万円
6,800万円

5億1,700万円
47億4,800万円
6億5,100万円
8,100万円

1億2,000万円
215億7,500万円

7,900万円
4億1,900万円
2,600万円

25億7,200万円
3,900万円
900万円

6億5,200万円
1億5,300万円
8,100万円

1億2,000万円
41億5,000万円

2億900万円
70億4,700万円
1億600万円

78億8,300万円
6,800万円

5億1,700万円
47億4,600万円
6億4,000万円
8,100万円

1億2,000万円
214億1,700万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

　
「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
職
員
一

丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

平
成
25
年
度
は
、
現
金
ベ
ー
ス
で
８
，
７

５
５
万
円
の
黒
字
を
達
成
し
、 

前
年
度
末
８
，

６
０
０
万
円
あ
っ
た
不
良
債
務（※

１
）の
す

べ
て
を
解
消
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
末
に

最
大
で
24
億
３
，１
０
０
万
円
あ
っ
た
不
良

債
務
す
べ
て
を
解
消
し
ま
し
た
。（
図
①
）

※
１ 
資
金
的
に
当
面
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る
債
務

病
院
会
計

病
院
会
計

不
良
債
務
す
べ
て
解
消
！

大
き
く
収
支
改
善

　

収
益
的
収
支
（
税
抜
）
の
総
収
益
は
、
30

億
９
１
９
万
円
、
総
費
用
が
27
億
７
，１
５

３
万
円
で
２
億
３
，７
６
６
万
円
の
当
年
度

純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
（
税
込
）
の
総
収
入
は
、
２

億
５
，６
３
６
万
円
、
総
支
出
が
４
億
４
，４

６
９
万
円
で
１
億
８
，８
３
３
万
円
の
資
金

不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保
資
金
な
ど
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。
（
表
①
）

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
入
院
外
来
収
益
が
、

病
床
利
用
率
の
大
幅
な
向
上
に
よ
り
入
院
患

者
数
が
増
え
た
ほ
か
、診
療
単
価
の
増
加
に
よ

り
８
，８
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。 

（
図
②
）

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
に

よ
り
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
幅
に
収
支
が
改
善
し
、
各
比
率

が
向
上
し
ま
し
た
。 （
表
②
）

　

プ
ラ
ン
目
標
で
あ
る
減
価
償
却
費
を
含
ん

だ
経
常
収
支
は
、
昨
年
よ
り
改
善
し
ま
し
た

が
、
２
，９
８
６
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
今

後
の
経
営
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

数
値
目
標
の
達
成

　

プ
ラ
ン
で
は
各
種
数
値
目
標
を
設
定
し
、

プ
ラ
ン
策
定
時
か
ら
比
較
し
て
、
ほ
と
ん
ど

の
項
目
で
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。(

図
③
）

改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

資本的収支 (設備投資)

19,079

18,209

90
780

38,774
2,547
32,727
3,500

△19,695

総収入 Ａ 
   一般会計からの
   出資金・補助金
   企業債
   国県補助金等
総支出 Ｂ 
   建設改良費
   企業債償還金
   長期借入金償還金
差　引 　　Ａ－Ｂ

25,636

18,718

4,060
2,858
44,469
7,986
32,983
3,500

△18,833

6,557

509

3,970
2,078
5,695
5,439
256
0

862

24年度 25年度 前年差
（単位 ： 万円）収益的収支 (運営費)

290,840
242,177
21,123
27,540
278,567
271,463
5,506
1,598
12,273

総収益 ① 
   医業収益
   医業外収益
   特別利益
総費用 ② 
   医業費用
   医業外費用
   特別損失
当年度純利益 ①－②

300,919
250,495
23,478
26,946
277,153
271,456
5,503
194

23,766

10,079
8,318
2,355
△ 594
△1,414
△ 7
△ 3

△1,404
11,493

24年度 25年度 前年差
（単位 ： 万円）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

17年度 18年度

2,431

2,130
2,207

390
272 205

87 86 0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

最大値

すべて解消

（単位 ： 百万円）
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▲定期的に「公開セミナー」
　を開催 ▲活発な議論を出された

「評価委員会」

▲海底に敷設される前の海底配
　水管。野々島から朴島まで全
　長1,156㍍

▲窓口を民間委託し、経営の効率
　化に取り組んでいます

▲加圧式給水車。高さ20㍍
　の高所に給水が可能

水
道
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

水
道
部
業
務
課
☎
３
６
４

－

１
４
１
５

病
院
会
計
・
改
革
プ
ラ
ン
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
市
立
病
院
業
務
課
・

経
営
改
革
室
☎
３
６
４

－

５
５
２
１

　

有
識
者
な
ど
の
第
三
者
で
構
成
す
る
「
市

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
」
を
開
催

し
、
取
り
組
み
状
況
な

ど
を
議
論
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
委
員
会
か

ら
「
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
よ
る
入
院
・
外

来
共
に
収
益
増
加
や
不

良
債
務
の
全
額
解
消
が

素
晴
ら
し
い
」
と
の
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
報
告
書
な
ど
を
当
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

水
道
会
計

水
道
会
計

外
部
委
員
会
に
よ
る
プ
ラ
ン
評
価

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
や
診
療
報
酬
の
実
質

的
引
き
下
げ
な
ど
、
経
営
的
に
非
常
に
厳
し

い
局
面
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
改
革
プ
ラ

ン
の
各
種
目
標
の
達
成
を
目
指
し
、
救
急
医

療
か
ら
高
齢
者
医
療
・
在
宅
医
療
ま
で
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
た
め
の
よ
り
よ
い
病
院
を
目
指
し
て

健
全
経
営
の
確
保

　

収
益
的
収
支
（
税
抜
）
に
お
け
る
収
入
は

16
億
３
，７
８
０
万
円
、
支
出
は
13
億
４
，２

５
６
万
円
で
２
億
９
，５
２
４
万
円
の
黒
字

が
生
じ
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
（
税
込
）
に
お
け
る
収
入
は

５
億
２
，６
７
１
万
円
、
支
出
は
９
億
６
，８

６
２
万
円
で
４
億
４
，１
９
０
万
円
の
資
金

不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保
資
金
な
ど
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
25
年

度
水
道
事
業
決
算
で
は
利
益
剰
余
金
が
12
億

４
，６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
水
道

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
仮

復
旧
状
況
だ
っ
た
野
々
島
〜
朴
島
間
の
水
道

が
強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）
性
お
よ
び
耐
食
性

に
優
れ
た
海
底
配
水
管
に
変
わ
り
、
３
カ
年

計
画
で
実
施
し
て
き
た
海
底
配
水
管
本
復
旧

工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
津
波
被
害
で
被
災
し
た
沿
岸
部
の
特

例
災
害
復
旧
工
事
も
８
路
線
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
復
興
事
業
に
合
わ
せ
、
特
例
災
害

復
旧
工
事
を
実
施
し
な
が
ら
、
災
害
に
強
い

水
道
を
構
築
し
ま
す
。

迅
速
な
応
急
給
水
活
動

　

迅
速
な
応
急
給
水
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

加
圧
式
給
水
車
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
給
水
拠
点
個
所
に
計
画
的
に
配

備
す
る
仮
設
水
槽
へ
の
加
圧
式
給
水
車
に
よ

る
ピ
ス
ト
ン
給
水
や
、
病
院
・
学
校
な
ど
の

受
水
槽
に
も
給
水
が

可
能
に
な
り
、
従
来

の
給
水
活
動
に
比
べ
、

よ
り
迅
速
で
機
能
的

な
応
急
給
水
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

経
営
の
効
率
化

　

水
道
事
業
は
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
つ
つ
、
低
廉
な
水
の
供
給
を
維
持
す
る

た
め
、
経
営
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
は
窓
口
関
連
業
務
の
民
間
委

託
を
実
施
し
、
塩
竈
市
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経

営
の
効
率
化
を

両
輪
に
健
全
経

営
に
取
り
組
み

ま
す
。

経営分析の指標（表②）
※全国平均とは地方公営企業経営研究会編「地方公営企業年鑑」平成24年度の決算平均値

経常収支比率(％)

医業収支比率(％)

職員給与比率(％)

病床利用率(％)

不良債務比率(％)

95.1

89.2

54.4

93.2

3.5

98.9

92.3

51.6

98.2

0.0

3.8

3.1

△ 2.8

5.0

△ 3.5

100.0

95.2

51.6

74.8

0.5

通常の病院活動による収益状況を示す指標。
100％以上の場合は単年度黒字。
病院の本業である医業活動から生じる医業費用
に対する医業収益の割合を表す指標。
医業収益に対する職員給与費の割合を表す指標。
病院の施設が有効に活用されているかどうか判
断する指標。

医業収益に対する不良債務の割合で、資金の不
足状況を表す指標。

病院の機能度が反映される数値

入院患者数(1日あたり)
外来患者数(1日あたり)
入院診療単価(円)
外来診療単価(円)

150.0
280.5
28,025
9,044

158.2
271.2
27,679
9,766

8.2
△ 9.3

△ 346.0
722.0

─
─

42,399
10,724

項　　目 24年度 25年度 前年差 全国平均 指標のあらまし240

220

200

180

160

140

120

100

80

％

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

救急患者数救急患者数

健康診断健康診断手術件数手術件数

訪問診療・
看護報酬額
訪問診療・
看護報酬額

数値目標の達成状況推移
（19年度を100とした比率）

紹介患者数紹介患者数

内視鏡検査件数内視鏡検査件数

CT.MRI
使用患者数
CT.MRI
使用患者数

人間ドック人間ドック

プラン策定時
（19年度）から、
多くの項目が
改善!


